
小中学校の給食からでる生ごみなどは
資源リサイクルセンターで
肥料に生まれ変わっています



水分・成分・通気調整のため
米ぬかと混合、内城菌を添加

機械に生ごみ、内城菌、
水分調整材を、機械上部
の投入口から、リフターを
使って投入します。

機械に投入する前に、
生ごみの重量をひとつ
ひとつ計量します。

小中学校などから、専用車
で生ごみを回収します。

そして、ふたたび生ごみを回収し・・・

投入後の～のコンテナは、ただちに高圧洗
浄機によって,
ていねいに洗われ、清潔な容器となって、ふ
たたび学校の生ごみ回収容器となります。

コンピューター制御された自動運転で、肥料
に生まれ変わって出てきます。

製品をふるいにかけて、
混入してしまったビニールや
金属などを取り除きます。

さらに一定の粒状に整え、
フレコンバッグに梱包します。

製品検査の後、袋詰
めし、全国に出荷され
ます。撹拌しながら80℃

～85℃まで加熱
し15時間高温発
酵処理を行います。

運転中は，
700℃の高温で
臭気成分を酸化
分解し直接脱臭
処理を行います。
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